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今月の表紙（わが社のフレッシュ）

ハラダ工ハラダ工業業株式会社株式会社

　　佐 藤佐　藤　杏 実杏　実 さん さん

あ ずあ ず みみあ ず みさ とさ と ううさ と う

撮影／㈱矢野写真　　撮影／㈱矢野写真館館　　撮影／㈱矢野写真館

〇〇第第２４２４８８回臨時議員総回臨時議員総会会
〇〇第第３９７３９７回回・・３９８３９８回常議員回常議員会会
〇〇第第６６５５回永年勤続優良従業員表彰回永年勤続優良従業員表彰式式
〇〇ビジネビジネススＥＸＰＥＸＰＯＯ
「　「第第３９３９回北海道技回北海道技術術・・ビジネス交流会ビジネス交流会」」
〇〇 スマホでできるスマホでできる ！！ 写真×写真×キャッチコピーキャッチコピー ××ＳＮＳＳＮＳ
　ＡＡＩＩ を活用した販売促進セミナー 他を活用した販売促進セミナー 他２２セミナーセミナー
〇〇税を考える週間関連事税を考える週間関連事業業
〇〇全市連合大売出しのご案全市連合大売出しのご案内内
〇〇 商店街区除排雪に関する懇談商店街区除排雪に関する懇談会会
〇〇留萌商工会議所青年部 臨時会員総留萌商工会議所青年部 臨時会員総会会
〇企業〇 企業   情報情報
〇〇 わが社のフレッシわが社のフレッシュュ
〇市内行事予〇市内行事予定定
〇〇 会員紹介コーナ会員紹介コーナーー

徳

CONTENTCO N T E N T SSCO N T E N T S



　
第
　
回
常
議
員
会
が
十
一
月
二
十
八

３９８

日
画
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
議
員
ク
ラ

ブ
室
で
開
催
さ
れ
、
大
石
会
頭
、
堀
松
・

串
橋
・
西
野
副
会
頭
、
橋
本
専
務
理
事

の
他
、
常
議
員
十
名
、
監
事
一
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

〈
議
案
事
項
〉

▽
第
一
号
　
各
委
員
会
の
委
員
長
・
副

委
員
長
及
び
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
そ
の
他

〈
報
告
事
項
〉

▽
第
一
号
　
商
店
街
環
境
美
化
ご
み
ゼ

ロ
運
動
の
報
告
に
つ
い
て

※
正
副
委
員
長
は
次
の
通
り

（
▽
委
員
会
名
 ◎
委
員
長
 ○
副
委
員
長
）

▽
総
務
運
営
委
員
会

　
◎
昆
多
利
　
○
中
野
了

▽
地
方
創
生
委
員
会

　
◎
髙
橋
秀
一
　
○
佐
藤
太
紀
、
笠
井

裕
司

▽
港
湾
振
興
委
員
会

　
◎
堀
松
和
彦
　
○
堀
口
哲
志

▽
広
報
委
員
会

　
◎
長
内
敬
憲
　
○
貝
森
将
之

▽
経
営
改
善
資
金
審
査
会

　
◎
貝
森
将
之
　
○
中
野
了

【
特
別
委
員
会
】

▽
留
萌
市
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
◎
髙
橋
秀
一
　
○
佐
藤
太
紀

▽
る
も
い
自
衛
隊
応
援
会
議

　
議
長
 

：

藤
野
徹
弥
　
 副
議
長
 

：

堀
松
誠

▽
国
際
交
流
特
別
委
員
会

　
◎
堀
口
哲
志
　
○
橋
本
雄
二

▽
留
萌
市
新
交
流
複
合
施
設
検
討
会
議

チ
ー
ム

　
◎
佐
藤
太
紀
　
○
小
路
泰
孝

敬
称
略
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当
所
の
臨
時
議
員
総
会
は
、
十
一
月

四
日
峨
午
後
四
時
か
ら
留
萌
産
業
会
舘

大
ホ
ー
ル
で
議
員
六
十
名
が
出
席
（
内

委
任
状
二
十
七
名
）
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
開
催
に
先
立
ち
、
今
回
の
改
選
で

新
し
く
議
員
に
な
ら
れ
た
五
名
が
紹
介

さ
れ
た
。

　
こ
の
あ

と
議
事
に

入
る
に
あ

た
り
、
仮

議
長
に
澤

井
篤
司
氏

を
選
任
、

第
一
号
議

案
　
会
頭

選
任
の
件

を
議
題
に

供
し
、
大

石
昌
明
氏
を
全
会
一
致
で
選
任
し
た
。

続
い
て
、
大
石
会
頭
が
議
長
に
就
任
し

第
二
号
議
案
　
副
会
頭
（
三
名
以
内
）

の
選
任
同
意
の
件
は
、
大
石
会
頭
が
堀

松
秀
樹
氏
、
串
橋
伸
幸
氏
、
西
野
秀
保

氏
を
指
名
し
、
議
場
に
同
意
を
求
め
全

員
一
致
で
同
意
し
選
任
さ
れ
た
。
第
三

号
議
案
　
専
務
理
事
の
選
任
同
意
の
件

は
、
大
石
会
頭
が
橋
本
る
み
子
氏
を
指

名
し
、
議
場
に
同
意
を
求
め
全
員
一
致

で
同
意
し
選
任
さ
れ
た
。
第
四
号
議
案

　
常
議
員
二
十
名
の
選
任
に
つ
い
て
、

第
五
号
議
案
　
監
事
三
名
の
選
任
の
件

は
、
議
場
よ
り
議
長
一
任
と
の
発
言
が

あ
り
次
の
通
り
選
任
さ
れ
た
。

◎
常
議
員
 
二
十
名
（
敬
称
略
）

畑
中
修
平
、
辻
本
哲
也
、
澤
井
篤
司
、

鈴
木
康
伸
、
佐
藤
太
紀
、
原
田
欣
典
、

堀
口
哲
志
、
髙
橋
秀
一
、
菊
池
美
佐
子
、

橋
本
雄
二
、
柳
澤
豊
、
畠
山
博
、
仲
田

隆
彦
、
藤
野
徹
弥
、
昆
多
利
、
堀
松
和

彦
、
中
村
康
存
、
住
吉
勉
、
堀
松
誠
（
以

上
再
）、
梅
田
繁
樹（
新
）

◎
監
事
 
三
名
（
敬
称
略
）

中
野
了
、
村
上
直
希
、
小
路
泰
孝
（
以

上
再
）

　
続
い
て
報
告
事
項
一
か
ら
十
一
号
ま

で
一
括
報
告
し
全
議
事
を
終
了
し
た
。

続
い
て
大
石
会
頭
が
「
今
回
新
人
議
員

が
五
名
加
わ
り
新
体
制
と
な
っ
た
。
商

工
会
議
所
は
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
議
員
六
十
名
の
意

見
が
大
き
く
地
域
に
反
映
さ
れ
る
。
会

議
所
議
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
つ

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
留

萌
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご

支
援
を
お

願
い
し
た

い
」
と
就

任
挨
拶
を

行
っ
た
。

　
総
会
終

了
後
は
、

新
人
議
員

の
歓
迎
会

を
兼
ね
て

懇
親
会
が

開
催
さ
れ

た
。

　
第
　
回
常
議
員
会
が
十
月
二
十
八
日

３９７

峨
午
後
三
時
か
ら
議
員
ク
ラ
ブ
室
に
て

行
わ
れ
、
大
石
会
頭
、
堀
松
・
串
橋
・

西
野
副
会
頭
、
橋
本
専
務
理
事
ほ
か
常

議
員
八
名
、
監
事
二
名
、
前
田
青
年
部

会
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
原
案
通

り
承
認
し
た
。

〈
議
案
事
項
〉

▽
第
一
号
　
第
　
回
臨
時
議
員
総
会
の

２４８

開
催
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
第
　
回
臨
時
議
員
総
会
の

２４８

提
出
議
案
に
つ
い
て

▽
第
三
号
　
役
議
員
の
表
彰
に
つ
い
て

▽
第
四
号
　
第
六
十
四
回
永
年
勤
続
優

良
従
業
員
表
彰
（
三
十
年
以
上
）
の

日
商
推
薦
の
承
認
に
つ
い
て

▽
第
五
号
　
委
員
会
規
定
の
一
部
改
正

（
案
）
に
つ
い
て

▽
第
六
号
　
会
員
入
会
の
諾
否
に
つ
い

て
▽
第
七
号
　
そ
の
他

〈
報
告
事
項
〉

▽
第
一
号
　
議
員
改
選
の
報
告
に
つ
い

て
　
　
他
七
件

第

回

常
議
員

第
 
回
 常
議
員
会会

３９３９７７
第

回

常
議
員

第
 
回
 常
議
員
会会

３９３９８８

第

回
臨
時
議
員
総

第
　
回
臨
時
議
員
総
会会

２４２４８８

留
萌
商
工
会
議

留
萌
商
工
会
議
所所

挨拶をする新人議員５名（右から議席順挨拶をする新人議員５名（右から議席順））
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任期満了により改選された役員・議員

㈱ 錦　 堂
代表取締役

大　石　昌　明

会 頭

堀　松　秀　樹
三 協 建 設 ㈱
代表取締役

副 会 頭

㈱ イ バ ヤ シ
代表取締役

串　橋　伸　幸

副 会 頭副 会 頭

㈱東光自動車整備工場
代表取締役

西　野　秀　保橋　本　るみ子

専 務 理 事

常 議 員

㈱ 堀 口 組
代表取締役

堀　口　哲　志

常 議 員

㈱ 髙 橋 建 設
代表取締役

髙　橋　秀　一

常 議 員

㈱萌福祉サービス
取締役部長

菊　池　美佐子

常 議 員

井 原 水 産 ㈱
参事

橋　本　雄　二

常 議 員

㈱ 不 二 水 道
代表取締役

柳　澤　　　豊

常 議 員

畠　山　　　博
㈱ 畠 山 電 気 工 業
代表取締役

常 議 員

㈱ ハ タ ナ カ 昭 和
代表取締役社長

畑　中　修　平

常 議 員

㈱ 中 央 スー パ ー
取締役会長

辻　本　哲　也

常 議 員

澤 井 商 事 ㈱
代表取締役社長

澤　井　篤　司

常 議 員

白 鴎 印 刷 ㈱
代表取締役社長

鈴　木　康　伸

常 議 員

山髙建設工業㈱
代表取締役社長

佐　藤　太　紀

常 議 員

興 北 建 設 ㈱
代表取締役社長

原　田　欣　典
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常 議 員

中　村　康　存

常 議 員

堀　松　和　彦

常 議 員

昆　　　多　利
㈱ビジネスＰＬＵＳ
代表取締役

留 萌 信 用 金 庫
理事長

堀 松 建 設 工 業 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

藤　野　徹　弥
ハ ラ ダ 工 業 ㈱
代表取締役

常 議 員

仲　田　隆　彦
㈱ フ タ バ 製 麺
代表取締役

常 議 員

真 田 運 輸 ㈱
代表取締役

住　吉　　　勉

監　　事

中　野　　　了

監　　事

村　上　直　希
㈲中野保険事務所
専務執行役員

㈱北洋銀行留萌支店
支店長

常 議 員

梅　田　繁　樹
留 萌 港 開 発 ㈱
代表取締役

常 議 員

堀　松　　　誠
白 鳥 建 設 工 業 ㈱
代表取締役社長

監　　事

小　路　泰　孝
㈱メディカルサポート群来
代表取締役

議　　員

明　星　琢　磨
㈱北海道銀行留萌支店

支店長

議　　員

佐　藤　　　豊
北海道電力ネットワーク㈱
留萌ネットワークセンター所長

議　　員

森　本　隆　志

議　　員

貝　森　将　之
貝 森 工 業 ㈱
代表取締役

モ リ モト 家 具 店
代表

議　　員

田　中　欽　也
㈱ 田 中 青 果
代表取締役

フルノ電気工業㈱
代表取締役

古　野　晃　洋

議　　員議　　員

谷　　　泰　次
㈲ タ ニ 薬 局
代表取締役

議　　員

宮　下　泰　裕

議　　員

居原田　隆　夫

議　　員

三　輪　英　則
医療法人社団心優会

理事長
㈱ 和 秀
代表取締役会長

㈱光和自動車整備工場
代表取締役

議　　員

東　原　義　幸
㈲北海道新聞東原販売所
代表取締役

議　　員

笠　井　裕　司
㈱ 笠 井 商 店
代表取締役

議　　員

沖　田　謙　司
㈱ 北 交 産 業
代表取締役社長
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議　　員

髙　橋　佑　介

議　　員

西　埜　弘　樹
戸 屋 興 産 ㈱
代表取締役

鍼 灸 治 療 院　 欣
代表

議　　員

加　藤　貴　章

議　　員

照　井　　　満

議　　員

平　澤　文　彦

議　　員

堀　松　　　洋

議　　員

原　田　　　学
㈱ 加 藤 水 産
代表取締役

㈲ 衛 生 公 社
代表取締役

㈱ 留 萌 リ ー ス
代表取締役

㈱ 留 萌 新 聞 社
常務取締役・編集部長

㈱ 北 建 舗 道
代表取締役

議　　員

松　村　　　剛
㈲ 山 下 商 店
代表取締役

議　　員

花　坂　　　孝
三 協 石 油 ㈱
代表取締役社長

議　　員

関　野　紘　史

議　　員

武　田　佳　彦

議　　員

森　　　義　和
㈲ほけんプラザるもい
代表取締役

㈲ 日 東 商 事
取締役

㈱ 食　 産
代表取締役

議　　員

山　田　　　篤
土 地 家 屋 調 査 士
山田篤事務所 代表

議　　員

田　中　　　卓
㈱ファミリーケアサポート
代表取締役

議　　員

桜　元　克　則

議　　員

田　仲　淳　一
㈱ 佐 藤 電 気 商 会
代表取締役

㈱ ハ チ ロ
代表取締役社長

議　　員

石　塚　辰　介
㈱産業廃棄物処理センター
代表取締役

議　　員

長　内　敬　憲

議　　員

出　澤　太　幹
㈱ 千 成 家
代表取締役社長

出 澤 水 産 ㈱
代表取締役社長

議　　員

小　川　岳　洋
㈱ネオリサイクル
代表取締役

 ◎
退
任
さ
れ
た
役
議
員
 

（
敬
称
略
）

　
前
常
議
員
　
 
西
　
谷
　
英
　
樹

　
前
 議
 員
　
 
井
　
上
　
貞
　
幸

　
前
 議
 員
　
 
澤
　
田
　
知
　
明

　
前
 議
 員
　
 
松
　
村
　
泰
　
年

永
き
に
亘
り
ご
協
力

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　当所は、次の期間を閉所と
致しますのでご了承ください。

留萌商工会議所
年末年始休日の
お知らせ

令和７年
12月27日（土）より
令和８年
１月４日（日）まで
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永
年
に
わ
た
り
企
業
の
発
展
を
支
え

て
き
た
、
勤
続
三
十
年
以
上
の
優
良
従

業
員
の
方
を
対
象
と
し
た
「
第
六
十
五

回
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
」
が

十
一
月
二
十
五
日
峨
午
前
十
一
時
三
十

分
か
ら
留
萌
産
業
会
館
小
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
大
石
会
頭
・
串
橋
副
会
頭
・
昆

総
務
運
営
委
員
長
・
中
野
総
務
運
営
副

委
員
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
の
表
彰
者
は
市
内
の
各
事
業
所

に
十
年
以
上
勤
め
、
企
業
の
発
展
を
支

え
た
八
事
業
所
の
三
十
一
名
で
、
表
彰

式
に
は
、
三
十
年
以
上
の
十
三
名
の
内

一
名
が
出
席
し
、
初
め
に
大
石
会
頭
よ

り
挨
拶
し
、
大
石
会
頭
が
日
本
商
工
会

議
所
小
林
会
頭
と
の
連
名
の
表
彰
額
と

記
念
品
を
贈
っ
た
。

　
ま
た
、
勤
続
十
年
・
二
十
年
の
方
に

つ
い
て
は
、
各
事
業
所
か
ら
表
彰
者
に

表
彰
状
と
記
念
品
を
渡
し
た
。

▽
医
療
法
人
社
団
　
心
優
会
＝
川
那
邊

陽
子

▽
㈱
ハ
タ
ナ
カ
昭
和
＝
石
田
加
奈

勤
続
　
年
以
上

２０

▽
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
留
萌
観
光

協
会
＝
今
美
貴

▽
三
協
建
設
㈱
＝
坂
田
利
幸

▽
医
療
法
人
社
団
　
心
優
会
＝
日
野
陽

子
・
渡
瀬
弘
美
・
野
本
あ
ゆ
み
・
畠

山
千
波

▽
㈱
中
央
ス
ー
パ
ー
＝
島
晴
美
・
猪
浦

美
喜

▽
井
原
水
産
㈱
＝
渡
辺
繭
美
・
小
倉
崇

宏
▽
ハ
ラ
ダ
工
業
㈱
＝
中
野
英
樹《

敬
称
略
》

勤
続
　
年
以
上

１０

神 田 一 博

澤井商事㈱

熊 谷 嘉 晃

井原水産㈱

石 田 康 子

井原水産㈱

日 野 善 光

ハラダ工業㈱

寺 沢　 剛

ハラダ工業㈱

山 下 修 平

ハラダ工業㈱

勤
続
　
年
以
上

３０

三 浦 充 司

澤井商事㈱

▽
経
営
一
般
　
九
二
件

▽
金
融
　
　
　
十
二
件

▽
税
務
　
　
　
　
三
件

▽
労
働
　
　
　
二
一
件

▽
取
引
　
　
　
　
十
件

▽
計
　
　
　
一
三
八
件

相相
談
件
談
件
数数

　
・
　
月

10

11

　
新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

み
な
ぎ
こ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
中
川
　
孝
範

大
町
三
丁
目

新

入

会

員

紹

介

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰彰

第
六
十
五

第
六
十
五
回回

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

第
六
十
五
回

河 部 敏 之

ハラダ工業㈱

勤
続
　
年
以
上

３５

角 田 あけみ

㈱中央スーパー

佐々木 健 児

三協建設㈱

勤
続
　
年
以
上

５０

勤
続
　
年
以
上

４０

佐々木 靖 志

三協建設㈱
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道
内
最
大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
が
、
北
海
道
科

学
技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ノ
ー
ス

テ
ッ
ク
財
団
）
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
り
令
和
七
年
十
一
月
六

日
牙
～
七
日
画
の
二
日
間
、「
大
変
革

に
挑
む
　
北
海
道
～
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

真
価
に
変
え
る
偐
未
来
創
造
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
做
～
」
を
テ
ー
マ
に
札
幌
市
の

ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
を
会
場
に
て
、
三

〇
七
社
・
機
関
（
出
展
規
模
二
八
九
小

間
）
が
出
展
し
、
当
留
萌
市
か
ら
は
㈲

ル
モ
ン
ド
と
北
海
や
ん
衆
の
二
社
が
出

展
し
た
。

　
展
示
内
容
は
例
年
の
五
つ
の
基
本

ゾ
ー
ン
に
加
え
、「
未
来
創
造
ゾ
ー
ン
」

に
は
、「
半
導
体
」「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」

「
生
成
Ａ
Ｉ
」「
宇
宙
」「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」

「
Ｇ
Ｘ
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を

支
え
る
テ
ー
マ
を
集
め
、
既
存
の
発
想

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
先
端

技
術
ゾ
ー
ン
で
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
や

「
陸
上
養
殖
」
な
ど
、
省
力
化
や
Ｄ
Ｘ
を

進
め
る
最
先
端
機
器
が
並
ん
だ
。

　
二
日
目
は
、
暴
風
雨
・
ひ
ょ
う
が
降

る
大
荒
れ
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
、

両
日
と
も
に
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が

来
場
し
、
約
二
万
人
を
超
え
る
来
場
者

数
と
な
っ
た
。

　
当
留
萌
市
か
ら
の
出
展
は
、
経
営
発

達
支
援
計
画
に
基
づ
き
伴
走
型
小
規
模

事
業
者
支
援
推
進
事
業
を
活
用
し
た
も

の
で
、
㈲
ル
モ
ン
ド
で
は
新
商
品
の
ミ

ル
ク
ソ
ー
ス
「
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
　

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
」、
北
海
や
ん
衆
は
浜
の
母

ち
ゃ
ん
直
伝
の
秘
伝
出
汁
を
活
用
し
た

「
ほ
た
て
め
し
」
と「
太
っ
腹
い
か
め
し
」

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
当
所
の
ブ
ー
ス
を
訪

問
さ
れ
た
食
品
関
連
担
当
者
等
約
六
十

名
と
名
刺
交
換
を
行
い
、
今
後
の
販
路

拡
大
に
つ
な
げ
る
為
、
後
日
連
絡
を
取

り
合
う
約
束
等
を
交
わ
し
て
い
た
。

９月留萌港入出貨物
【積荷合計　２隻】
・・小麦（内航船）　 １隻　１，５００Ｍ/Ｔ
・・木材（外航船）　 　１隻　１，３９１逢 
【揚荷合計　21隻】
・・石油製品（内航船） １０隻 ４１，８８０Ｋ/Ｌ
・・セメント（内航船） ３隻　７，５５２トン
・・砂（内航船）  １隻　　９００逢 
・・塩（内航船）  ２隻　　９６３ Ｋ/Ｔ 
・タイヤチップ（内航船） １隻　２，０１７Ｍ/Ｔ
・アスファルト（外航船） ２隻　１，８１６ＭＴ
・・融雪剤（外航船）　 １隻　５，８００ＭＴ
・・石炭（外航船）　 １隻 １８，８８４ＭＴ
【その他 １隻】・・客船　１隻

10月留萌港入出貨物
【積荷合計　１隻】
・・車両（内航船）  １隻　６台
【揚荷合計　16隻】
・・石油製品（内航船） ８隻  ２７，２２３Ｋ/Ｌ
・・セメント（内航船） ３隻 　９，００５トン
・・砂（内航船） １隻　　９００逢 
・・塩（内航船）  ３隻　１，５７０ Ｋ/Ｔ 
・タイヤチップ（外航船） １隻　２，０１７Ｍ/Ｔ
【その他　１隻】
・・避難入港（内航船） １隻　

ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
ＯＯ

「「
第第
　
回
北
海
道
技

回
 北
海
道
技
術術
・・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」」

3939
留
萌
市
か
ら
２
事
業
者
が
出
展
し
自
社
商
品
を
Ｐ

留
萌
市
か
ら
２
事
業
者
が
出
展
し
自
社
商
品
を
Ｐ
ＲＲ

　
当
所
は
不
祥
事
再
発
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
内
税
理
士
に
お
願
い
し

外
部
監
査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
七

年
度
第
２
・
四
半
期
（
七
月
～
九
月
）

分
の
会
計
（
一
般
会
計
他
六
会
計
）
に

つ
い
て
十
月
十
六
日
牙
石
丸
税
理
士
の

外
部
監
査
を
受
け
、
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
の
ご
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
法
令
及
び
再
発
防
止
策
を
厳

守
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

第
２
・
四
半
期

外
部
監
査
を
実
施

令
和
七
年
度

▽
　
月
１
日
　
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
・
第
３

１０
回
選
挙
管
理
委
員
会
▽
６
日
　
正
副
会

頭
会
議
・
第
　
回
会
員
大
会
＆
会
員
交

６６

流
会
▽
９
日
　
一
日
公
庫
▽
　
日
　
広

１０

報
委
員
会
▽
　
日
　
令
和
七
年
度
第
２

１６

四
半
期
外
部
監
査
・
ス
マ
ホ
で
で
き

る
！
写
真
×
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
×
Ｓ
Ｎ

Ｓ
 
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
販
売
促
進
セ
ミ

ナ
ー
▽
　
日
　
マ
ル
経
審
査
会
・
中
間

２３

監
事
会
▽
　
日
　
第
４
回
選
挙
管
理
委

２７

員
会
▽
　
日
　
第
　
回
常
議
員
会
・
正

２８

３９７

副
会
頭
会
議
▽
　
日
　
年
収
の
壁
と
年

２９

末
調
整
の
留
意
点
セ
ミ
ナ
ー
・
会
員
大

会
第
３
回
実
行
委
員
会

▽
　
月
４
日
　
第
　
回
臨
時
議
員
総

１１

２４８

会
・
議
員
会
臨
時
会
員
総
会
▽
　
日
　

１０

議
員
会
第
１
回
実
行
委
員
会
・
商
業
部

会
役
員
会
▽
　
日
　「
税
を
考
え
る
週

１２

間
」
税
務
署
長
講
演
▽
　
日
　
一
日
公

１３

庫
▽
　
日
　
第
　
回
日
商
簿
記
検
定
試

１６

１７１

験
▽
　
日
　
販
路
拡
大
・
集
客
・
売
上

１９

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
▽
　
日
　
第
　
回
北
海
道
観
光
マ

２３

２０

ス
タ
ー
検
定
▽
　
日
　
第
　
回
永
年
勤

２５

６５

続
優
良
従
業
員
表
彰
式
▽
　
日
　
正
副

２８

会
頭
会
議
・
第
　
回
常
議
員
会

３９８

業業
務
日
務
日
誌誌

　
・
　
月

10

11

◎貸　出 （単位：百万円）

総 額その他当座
貸越

手形
貸付

割引
手形

５６,５００４５,１５９９,１５４１,５０８６７９９月

５７,１７２４５,３３０９,８５１１,５１６４７５１０月

◎預　金 （単位：百万円）

総 額その他定期
預金

普通
預金

当座
預金

１３８,６２９１,４２８５６,２９５７６,０９０４,８１６９月

１３７,１８４７１３５６,１４９７６,３９６３,９２６１０月

留萌金融協会
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留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る

Ａ
 Ｉ
を
活
用
し
た
販
売
促
進
セ
ミ
ナ
ー
 」

が
、
十
月
十
六
日
牙
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
会
場（
留
萌
産
業
会
舘
）受
講
と
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式

で
開
催
さ
れ
、
六
名
が
受
講
し
た
。

　
講
師
に
株
式
会
社
ピ
ュ
ア
メ
イ
ト
代

表
取
締
役
の
土
屋
恵
子
氏
を
講
師
に
招

き
、
ス
マ
ホ
で
で
き
る
写
真
や
編
集
ア

プ
リ
の
活
用
法
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
で
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
）
で
の
投
稿
文
を
作

る
コ
ツ
を
説
明
。

　
消
費
者
の
情
報
収
集
源
の
変
化
に
つ

い
て
「
ト
レ
ン
ド
は
『
ブ
ラ
ウ
ザ
検
索
』

か
ら
『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
探
す
』
に
移
行
し
て

お
り
、
特
に
二
十
～
四
十
代
で
主
流
に

な
っ
て
い
る
」
と
前
置
き
し
、
各
種
あ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を

考
慮
し
た
メ
デ
ィ
ア
を
選
ぶ
よ
う
呼
び

か
け
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
反
応
が
得
ら
れ
な

い
投
稿
の
典
型
例
と
し
て
「
写
真
が
暗

く
、
見
づ
ら
い
こ
と
、
更
新
頻
度
が
低

す
ぎ
る
こ
と
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
売

り
込
み
一
辺
倒
で
あ
る
こ
と
、
情
報
が

少
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
」
と

紹
介
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
活
用
で

き
る
画
像
加
工
ア
プ
リ
に
つ
い
て
解
説

を
し
、
参
加
し
た
受
講
者
は
理
解
を
深

め
た
。

ス
マ
ホ
で
で
き
る
！
 写
真
×
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
×
Ｓ
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
販
売
促
進
セ
ミ
ナ
ー

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る

「
販
路
拡
大
・
集
客
・
売
上
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、

十
一
月
十
九
日
我
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
会
場
（
留
萌
産
業
会
舘
）
受
講
と
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式

で
開
催
さ
れ
、
八
名
が
受
講
し
た
。

　
講
師
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
集
客
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
務
め
る
株
式
会
社
ス
マ
イ
ル
リ
ボ

ン
代
表
取
締
役
の
加
藤
あ
い
氏
を
講
師

に
招
き
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ほ
と
ん
ど
お
金

を
掛
け
ず
に
使
え
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、

今
や
情
報
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
か
ら
得
る

よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
得
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
は
戦

術
ば
か
り
学
ん
で
、
戦
略
が
で
き
て
い

な
い
」
と
説
明
。

　
人
が
商
品
を
購
入
す
る
ま
で
の
心
理

的
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
す
る
こ
と
を
解
説

し
、「
ま
ず
は
記
憶
に
残
る
存
在
に
な

る
こ
と
が
重
要
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
販
売
の
場

で
は
な
く
交
流
の
場
で
あ
り
、
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
が
少
な
い
状
態
で
の
発
信
は
効

果
が
薄
い
。
成
果
が
出
る
ま
で
に
は
最

低
三
ヶ
月
必
要
で
あ
り
、
こ
の
期
間
を

楽
し
み
な
が
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
成

功
の
鍵
と
な
る
。
ま
た
、
新
規
顧
客
獲

得
に
は
既
存
顧
客
維
持
の
五
倍
の
コ
ス

ト
が
か
か
る
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
て
既
存
顧
客
に
特

典
付
き
で
登
録
を
促
し
、
効
果
的
に
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
が
推
奨
さ
れ

る
」
と
実
際
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
の
画
面
を
操
作
し
な
が
ら
紹
介
し
、

販
売
促
進
手
法
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
し

た
お
店
・
事
業
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ

い
て
解
説
を
し
、
参
加
し
た
受
講
者
は

理
解
を
深
め
た
。

販
路
拡
大
・
集
客
・
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

　
国
税
庁
で
は
租
税
の
意
義
や
役
割
等

の
理
解
を
深
め
て
頂
く
目
的
で
、
特
に

毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
期
間
を
税
を
考
え
る
週
間
と
し
て
集

中
的
に
様
々
な
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
　
留
萌
税
務
署
管
内
に
お
い
て
は
（
公

社
）
留
萌
地
方
法
人
会
、
留
萌
地
方
青

色
申
告
会
連
合
会
、
留
萌
間
税
会
、
税

理
士
会
留
萌
部
会
、
留
萌
小
売
酒
販
組

合
、
留
萌
歯
科
医
師
青
色
申
告
会
、
留

萌
商
工
会
議
所
の
税
務
協
力
団
体
と
、

留
萌
税
務
署
、
留
萌
振
興
局
、
留
萌
市

役
所
で
構
成
す
る
「
税
を
考
え
る
週
間
」

推
進
委
員
会
（
澤
井
篤
司
委
員
長
）
を

組
織
し
、
十
一
月
十
二
日
我
午
後
二
時

か
ら
留
萌
産
業
会
館
に
て
約
六
十
名
が

参
加
し
税
務
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
留
萌
税
務
署
よ
り
納
税
表

彰
が
行
わ
れ
た
後
、
澤
井
推
進
委
員
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

が
税
金
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
他
、
留
萌

税
務
署
の
村
林
忠
則
税
務
署
長
よ
り

「
税
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
全
二
十
問
で

行
わ
れ
た
税
金
ク
イ
ズ
の
上
位
表
彰
者

が
発
表
さ
れ
、
初
の
満
点
正
解
者
に
澤

井
委
員
長
の
名
前
が
発
表
さ
れ
る
と
、

会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
沸
き
上
が
る

な
ど
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
・
留
萌
青
色
申
告
会
共
催
に
よ
る

「
年
収
の
壁
と
年
末
調
整
の
留
意
点
セ

ミ
ナ
ー
」
が
、
十
月
二
十
九
日
我
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業
会

舘
）
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
、
二
十
名

が
受
講
し
た
。

　
講
師
に
税
理
士
法
人
ト
リ
プ
ル
・

ウ
ィ
ン
顧
問
で
税
理
士
、
行
政
書
士
の

星
叡
氏
を
講
師
に
招
き
、
令
和
七
年
分

の
年
末
調
整
や
八
年
分
以
降
の
給
与
の

源
泉
徴
収
事
務
に
お
け
る
留
意
事
項
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
令
和
七
年
度
の
税
制
改
正
は
例
年
と

は
異
な
り
十
二
月
一
日
施
行
と
い
う
異

例
の
形
で
始
ま
り
、
年
末
調
整
に
お
い

て
そ
の
内
容
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
従
来
の
給
与
計
算
や
税
額
表
に

変
更
が
生
じ
、
令
和
八
年
度
以
降
の
給

与
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
言

及
。

　
①
基
礎
控
除
額
が
従
来
の
四
十
八
万

円
か
ら
五
十
八
万
円
に
増
額
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
課
税
最
低
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
低
所
得
者
層
へ
の
税
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
る
　
②
給
与
所
得
控
除
の
最
低

保
証
額
が
五
十
五
万
円
か
ら
六
十
五
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
収
入
一
九
四
万

円
ま
で
の
範
囲
で
適
用
　
③
新
た
に

「
特
定
親
族
特
別
控
除
」
が
創
設
さ
れ
、

十
九
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
を
扶
養
す

る
場
合
、
所
得
に
応
じ
て
控
除
額
が
段

階
的
に
減
額
さ
れ
る
制
度
が
導
入
さ
れ
、

従
来
の
よ
う
に
扶
養
控
除
が
突
然
ゼ
ロ

に
な
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
就
業
調
整

の
問
題
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
と
説
明
。

　
受
講
者
は
、
社
会
問
題
化
し
注
目
を

集
め
て
い
る
「
年
収
の
壁
」
問
題
の
動

向
と
論
点
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
政

府
が
推
進
し
て
い
る
対
策
を
確
認
し
な

が
ら
年
末
調
整
に
お
け
る
留
意
事
項
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

税
務
署
長
講
演
会
・
税
金
ク
イ
ズ
を
実
施

「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事

年
収
の
壁
と
年
末
調
整
の
留
意
点
セ
ミ
ナ
ー

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
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当
所
商
業
部
会
（
辻
本
哲
也
部
会
長
）

主
催
の
全
市
連
合
大
売
出
し
は
、
十
二

月
十
三
日
臥
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
我

ま
で
の
十
九
日
間
で
実
施
す
る
。

　
期
間
中
参
加
店
で
お
買
上
げ
千
円
毎

に
宝
く
じ
一
枚
進
呈
。

　
当
選
発
表
は
一
月
十
七
日
臥
。
二
等

の
当
選
者
は
更
に
、
景
品
交
換
会
場
に

て
抽
選
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
と
引
き
換
え
る
。

　
景
品
交
換
所
は
『
平
日
』
の
一
月
十

九
日
俄
か
ら
二
十
三
日
画
と
、
二
十
六

日
俄
か
ら
三
十
日
画
は
『
留
萌
商
工
会

議
所
』
で
、『
土
日
』
の
一
月
十
七
日
臥

・
十
八
日
蚊
・
二
十
四
日
臥
・
二
十
五

日
蚊
は
『
る
も
い
プ
ラ
ザ
に
ぎ
わ
い
広

場
』
で
開
設
す
る
。

　
商
業
部
会
で
は
「
年
に
一
度
の
謝
恩

大
売
出
し
」
と
し
て
消
費
者
に
強
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
、
街
に
賑
わ
い
と

活
気
を
出
そ
う
と
参
加
店
全
店
が
全
力

で
実
施
す
る
。

気留萌市商店街振興組合連合会共通商品券 ３万円分
初夢賞
【下６ケタ】
（６本）

気留萌市商店街振興組合連合会共通商品券 １万円分
１　等

【下４ケタ】
（27本）

★以下の３種類の景品のうち いずれかが当たる抽選にチャレンジ ！
気ゆめぴりか ３㎏（ 60本 ）　気豚ジスカンセット（ 60本 ）
気るもいグルメギフト（ 60本 ）

２　等
【下３ケタ】
（180本）

【交換不要】
気宝くじがそのまま500円分のお買物券として参加店で
　利用いただけます。

３　等
【下２ケタ】
（900本）

　
当
所
の
監
事
会
が
十
月
二
十
三
日
牙

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
中
間
監
査
を
実

施
し
た
。

　
中
野
了
監
事
・
村
上
直
希
監
事
・
小

路
泰
孝
監
事
に
よ
り
令
和
七
年
四
月
か

ら
九
月
ま
で
の
商
工
会
議
所
一
般
会
計

他
六
特
別
会
計
に
つ
い
て
監
査
が
行
わ

れ
、
帳
簿
並
び
に
各
証
書
い
ず
れ
も
正

確
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
正
当
で
あ
る

と
報
告
を
受
け
た
。

全
市
連
合
 大
売
出
し

初
夢
賞
（
三
万
円
）
留
萌
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
 共
通
商
品
券
 ６
本
 他

令和８年１月19日（月）～23日（金）
　　　　　　26日（月）～30日（金）
〈平日〉 留萌商工会議所 ＡＭ10時 ～ ＰＭ５時

令和８年１月17日（土）・18日（日）
　　　　　　24日（土）・25日（日）
〈土・日〉 るもいプラザ にぎわい広場
　　　　ＡＭ10時 ～ ＰＭ５時

初夢賞・ １等・ ２等の商品交換について
交換期間 ①

　
月
　
日
　
～
　
月
　
日
　
ま
で
実
施

12

13

12

31

土

水

当
所
監
事
会
を
開
催

交換期間 ②

景

品

内

容

展示会や諸会議に

■申込み、お問い合せは

留萌商工会議所業務課へ

 ● 冷暖房完備 ● 

緯４２－２０５８

産業会舘を
ご利用下さい

　
積
雪
期
を
前
に
商
店
街
区
の
除
排
雪

に
関
す
る
懇
談
会
が
、
十
二
月
三
日
我

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会
舘

で
開
催
さ
れ
、
商
店
街
関
係
者
と
道
路

管
理
者
が
意
見
を
交
換
し
た
。

　
当
所
商
業
部
会
・
運
輸
港
湾
部
会
が

主
管
し
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て

い
て
、
商
業
部
会
・
運
輸
港
湾
部
会
・

商
店
街
関
係
者
と
留
萌
開
発
建
設
部
・

留
萌
建
設
管
理
部
・
留
萌
市
の
道
路
担

当
者
合
わ
せ
て
二
十
二
名
名
が
出
席
し

た
。
　
商
業
部
会
長
の
辻
本
部
会
長
、
運
輸

港
湾
部
会
の
沖
田
部
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
て
懇
談
会
に
入
っ
た
。
道
路
管

理
者
が
除
雪
の
出
動
基
準
や
時
間
、
運

搬
排
雪
基
準
な
ど
今
冬
の
除
排
雪
計
画

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
商
店
街
側
か
ら

「
昨
年
は
、
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
助
か
っ
た
。
今
年
も
お
願
い
し

た
い
」「
バ
ス
と
ト
ラ
ッ
ク
の
す
れ
違
い

が
出
来
な
い
道
な
ど
、
安
全
を
確
保
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。

商
店
街
区
除
排
雪

に
つ
い
て
懇
談
会

商
店
街
と
道
路
管
理
者
が
意
見
交
換
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当
所
青
年
部
（
前
田
康
太
会
長
）
進

撃
の
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
委
員
会
（
松

平
義
則
委
員
長
）
主
管
に
よ
る
「
留
萌

Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
十
月
十

七
日
画
午
後
六
時
半
か
ら
留
萌
産
業
会

舘
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
ら
約
二
百

人
が
参
加
し
た
。

　
本
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
夏
に
多
く

開
催
さ
れ
る

ビ
ア
パ
ー
テ

ィ
ー
を
あ
え

て
秋
に
開
催

す
る
こ
と
で
、

夏
を
過
ぎ
落

ち
着
き
だ
す

市
内
活
動
を

再
度
盛
り
上

げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催

さ
れ
た
。

　
冒
頭
前
田
会
長
よ
り
「
本
日
は
お
忙

し
い
中
、
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
は
『
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
ｅ
ｇ
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
お
り
、
ぜ
ひ
会

話
や
食
事
を
通
し
て
、
楽
し
く
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
最
後
ま
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。」
と
の
挨
拶
後
、
当

所
の
大
石
昌
明
会
頭
の
乾
杯
の
音
頭
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
の
中
で
は
同
団
体
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
を
主
体
と
し

た
カ
ク
テ
ル
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ワ
ー
」
と
、

委
員
会
考
案
の
「
進
撃
サ
ワ
ー
」
の
二

種
類
が
提
供
さ
れ
人
気
を
博
し
た
ほ
か
、

会
員
が
景
品
を
提
供
し
た
大
抽
選
会
も

実
施
さ
れ
、
会
場
を
大
き
く
盛
り
上
げ

た
。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

　
二
〇
二
五
年
も
最
後
の
月
に
入
り
、

こ
の
二
年
続
い
た
上
田
体
制
で
の
留

萌
青
年
会
議
所
が
終
わ
り
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
年
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

一
年
、
今
ま
で
通
り
の
表
立
っ
た
活

動
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
人
数
が
少
な
く
て
も
先
輩

た
ち
の
力
を
借
り
て
留
萌
市
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
、「
る
も
い

呑
涛
ま
つ
り
」
に
出
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て

こ
の
事
業
へ
参
加
出
来
た
こ
と
は

と
っ
て
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
六
十
九
年
続
い
て
き
た
歴
史

の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
人
数
の
少
な

さ
や
体
制
の
不
安
定
さ
、
全
て
に
お

い
て
不
安
要
素
が
強
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
ど
ん
な
形
で
も
こ
こ
ま
で
来

れ
た
こ
と
が
何
よ
り
良
か
っ
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
留
萌

青
年
会
議
所
が
新
し
い
理
事
長
を
迎

え
、
ど
の
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い

く
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
出

来
る
こ
と
を
最
大
限
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
わ
た
し

が
い
た
だ
い
た
恩
を
返
せ
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後
の
挨
拶

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
二
年
と
っ
て

も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
第
七
〇
代
理
事
長

　
上
　
田
　
早
　
紀

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

No.１９５

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
」

　
こ
れ
は
私
が
好
き
な
言
葉
で
す
。

我
慢
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

ど
ん
な
環
境
や
状
況
の
中
で
も
、
自

分
ら
し
く
力
を
発
揮
し
、
た
と
え
す

ぐ
に
咲
け
な
い
と
き
で
も
、
根
を
下

へ
下
へ
伸
ば
し
な
が
ら
成
長
し
て
い

く
…
そ
ん
な
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
コ
コ
ロ
オ
ド
ル
委
員

会
」
の
委
員
長
を
務
め
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
二
つ
の
事
業
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
活
動
し
て
い
く
中
で
、

た
く
さ
ん
迷
い
、
悩
み
、
そ
し
て
多

く
の
ご
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

何
よ
り
も
頼
り
に
な
る
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
こ
ま
で
進
め
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
前
田
会
長
の
想
い
が
込
め

ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ

ｅ
ｇ
」
の
気
持
ち
を
胸
に
、
残
り
わ

ず
か
な
時
間
も
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
コ
コ
ロ
オ
ド
ル
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
入
会
し
て
一
年
。
従
業
員
と
い
う

立
場
で
入
会
し
て
お
り
ま
す
が
、
い

た
だ
い
た
こ
の
貴
重
な
経
験
を
通
じ

て
、
今
後
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
取
り
組
み
、
与
え
ら
れ
た
環

境
の
中
で
し
っ
か
り
と
花
を
咲
か
せ

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　
コ
コ
ロ
オ
ド
ル
委
員
会

委
員
長
　
横
　
関
　
真
由
美

 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

No.１１９
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留
萌
商
工
会
議
所
青
年

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部部
留
萌
Ｙ
Ｅ

留
萌
 Ｙ
Ｅ
ＧＧ
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

ビ
ア
パ
ー
テ
 ィ
ーー

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
留
萌
 Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ア
パ
ー
テ
 ィ
ー

　
当
所
青
年
部
（
前
田
康
太
会
長
）
の

臨
時
会
員
総
会
が
十
一
月
六
日
牙
午
後

六
時
三
十
分
よ
り
留
萌
産
業
会
舘
に
て

開
催
さ
れ
、
会
員
二
十
九
名
（
内
委
任

状
十
一
名
）
と
Ｏ
Ｂ
六
名
が
出
席
し
、

開
催
さ
れ
た
。

　
前
田
康
太
会
長
の
挨
拶
後
、
議
事
に

入
り
、
報
告
事
項
第
一
号
議
案
令
和
七

年
度
上
半
期
事
業
報
告
に
つ
い
て
、
各

委
員
会
よ
り
説
明
後
、
第
二
号
議
案
出

向
報
告
（
北
海
道
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
道
北
協
議

会
ほ
か
）
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
審
議
事
項
に
入
り
、
第
一

号
議
案
令
和
八
年
度
留
萌
商
工
会
議
所

青
年
部
三
役
（
会
長
・
副
会
長
・
専
務

理
事
）
選
任
の
件
に
つ
い
て
次
の
通
り

に
承
認
さ
れ
た
。

【
令
和
八
年
度
 
三
役
】

▽
会
長
　
菅
　
保
堂（
新
）

▽
副
会
長
　
高
濱
祐
輔（
新
）・
横
関
真

由
美（
新
）

▽
専
務
理
事
　
大
嶋
光
生（
新
）

留
萌
商
工
会
議
所
青
年

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部部

臨
時
会
員
総
会
を
開

臨
時
会
員
総
会
を
開
催催

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

臨
時
会
員
総
会
を
開
催



⑪ 第684号（隔月１回発行） 令和７年12月15日か い ぎ し ょ News

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳

61

58
（123）

85
（150）

123
（188）

51

41

31

21

11
6
3
0

63 90（155）

95（160）

100（165）

105（170）

110（175）

115（180）
120（185）

扶養控除
（特定扶養親族に該当）

親族の合計所得金額
（収入が給与だけの場合の収入金額）

（万円）

（万円）

控除額 特定親族特別控除
（特定親族に該当）

本年１２月に行う令和７年分の年末調整における主な改正事項 ！！

『源泉所得税の
納期の特例』

源泉所得税の納期の特例の適用を

受けている方は忘れずに最寄りの

金融機関又は所轄の税務署窓口で

納付して下さい！

納付期日は
１/ 20 まで

655万円超
2,350万円以下

489万円超
655万円以下

336万円超
489万円以下

132万円超
336万円以下132万円以下合計所得金額

58 万円63 万円68 万円88 万円95 万円控除額

最新情報は「年末調整がよくわかるページ」へ ！

１．基礎控除の見直し 次のとおり合計所得金額に応じて基礎控除額が改正されました。

所得要件扶養親族等の区分

58万円以下扶養親族・同一生計配偶者　
ひとり親の生計を一にする子

85万円以下勤労学生

所得者が生計を一にする年齢19歳以上23歳未満の親族を
有する場合受けられる控除として、特定親族特別控除が創
設されました。控除額はその親族の合計所得金額に応じ、
右図のとおりです。

４．特定親族特別控除の創設

扶養控除等の対象となる扶養親族の所得要件が48万円以下から
58万円以下に引上げられるなど、所得要件が改正されました。

３．扶養控除等の所得要件の改正

給与所得控除の最低保障額が55万円から65万円に引上げられま
した。

２．給与所得控除の見直し 扶養控除等の所得要件

№ １１３

噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで

ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済（運転・設備）は１０年以内

●融資対象

金利2.10％
〔令和７年12月１日現在〕

（　　　　　　　　）留萌市の利子補給で 1．10％
 ※適用には条件があります。 
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１
月
　
日
牙
・
２
月
　
日
牙
　
「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

15

12

1 2 ～ １ 月留萌商工会議 所 及び 市内行事予定

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

１２月１３日松
　　　　　煙全市連合大売出し
　～３１日昌

１月５日捷煙令和８年新年交礼会

１月６日昇煙第１７２回日商簿記検定試験（２/２３）
　～２６日昇　申込受付期間

１月１１日掌噛令和８年留萌市２０歳を祝う会（成人式）

１月１７日松煙全市連合大売出し 当選番号発表

１月１７日松噛令和８年留萌駐屯地新春交礼会

１月２６日捷噛令和８年度『交通安全祈願祭』

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工会議所について毎月お答えし ま す。

商工 会 議所 No.１１５

「基礎控除」や「給与所得控
除」の見直し、「扶養親族等
の所得要件」の改正などが
あります。詳しくはかいぎ
しょＮＥＷＳ12・1月号の11
ページをご覧ください。

令和７年分の年末調整に
ついて変更点等はありま
すか？

具体的にどのような見直
しがあるのか教えてくだ
さい。

控除額や所得要件の改正と
いった見直しがあります。

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

胸自分のＰＲポイント
管楽器を吹くのが得意です。中

学はクラリネット、高校はチュー

バをやっていました。

胸現在の担当業務
受付、電話対応、経理業務（請

求書、伝票入力、振込業務など）

胸現在の課題
笑顔で対応、はっきりと話す、ミスを少なくしテキパキ

動くようにしています。

胸今後の目標
　来年の秋に「経理士２級取得」を目標にしています。

胸留萌の好きな所・もの
　新鮮な海の幸、夕日がきれい！

ハラダ工業株式会社

 佐 
さ

 藤 
とう

 杏 実 　さん
あ ず み

（留萌市出身 ・19歳）

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

日商簿記検定
合格者

　令和７年11月16日掌
に開催された第171回
日商簿記検定の合格者
の受験番号は次の通り
です。

〈２級〉該当者なし

〈３級〉 該当者なし

　令和７年11月23日掌
に開催された第20回北
海道観光マスター検定
の合格者の受験番号は
次の通りです。

【合格者】

受験番号：１・３

第20回北海道観光
マスター検定合格者

　開運町にある塚本酒店は先々代が

昭和初期に開業し、現在は３代目の

隆史さんが店に入り40年を迎えま

した。

　塚本酒店は、国稀など定番の各種

日本酒はもちろん、店内にはワイン

セラーを完備し、多くのワインを取りそろえるほか、ご家庭用・業務用に向

けて全酒類を取り扱っています。また、年末年始に向けて贈答用などに大吟

醸なども入荷しております。生ビールサーバーなどの貸し出しもしておりま

すので、お気軽にご相談ください鎧
　10年前に迎えられた看板犬の柴犬・

ヒデキ君は先月１日で10歳を迎えま

した。人気者ですが、

たまに吠えてしまうこ

ともあるそうです。

「日常用から大事な人への贈答品まで
　　～ベテラン看板犬が出迎えます～」

有限会社 塚本忠廣酒店  代表取締役　塚本　隆史 さん

員紹介 コー ナ ー会

留萌市開運町３丁目　　営業時間／午前９時～午後８時
ＴＥＬ 0164－42－0048　　定休日／毎週日曜日 ※１月１日（木）は年末年始休暇となります。

噛会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 鼓 ４２－２０５８ までお問合せ下さい。

ビックリさせて
ゴメンナサイ！


